


『海と山をつなぐ環境と技術』に関する研修会のご案内 

 
私たちの暮らしは、日々進歩し便利になる一方で、地球温暖化の影響による局所的な集中豪雨や

竜巻、猛暑や大型台風など、異常気象のニュースが頻繁に流れるようになりました。環境に対する

意識や配慮が高まっているなかで、私たちは環境問題の根源を理解しているでしょうか？ 
一般の方はもちろん、日々自然災害に立ち向かっている技術者の方たちへ、①森・川・海の繋が

り②豊かな海の森をつくるために必要なこと③山の森の実際など、地球温暖化の奥底に眠る本質を

学んでいただきたく、この度研修会を企画いたしました。 
皆様のご参加をお待ちしております。 

2010 年 11 月吉日 
海藻おしば協会 

会長 野田三千代 
記 

名  称 ： 『海と山をつなぐ環境と技術』に関する研修会 
主  催 ： 海藻おしば協会 
日  時 ： 2011 年 1 月 12 日（水）13：30～17：00 
会  場 ： 〒330-0074 埼玉県さいたま市浦和区北浦和 2-12-11  

国土防災技術株式会社 浦和青葉ビル 4F 会議室 
定  員 ： 50 名 
内  容 ： 13：30～15：40 研修講座①  
   ～海の森と山の森～   
      講師：横浜康継氏 宮城県南三陸町自然環境活用センター所長  
       16：00～17：00 研修講座②  
   ～海と山のごちそう～  

  講師：田中賢治氏 技術士（総合技術監理・森林・農業部門）環境カウンセラー  
参 加 費 ： 無料 
申込要領 ： 別紙の参加申込書に必要事項を記入の上、FAX にてお申込みください。 
         なお、定員になり次第受付終了とさせていただきますのでご了承ください。 

         満席の場合は、事務局からご連絡いたします。 

            申込み期限 2010 年 12 月 24 日（金）13：00 まで 
問合せ先 ： 〒105-0001 東京都港区虎ノ門 3-18-5 国土防災技術株式会社内 
海藻おしば協会受付担当：相川圭子（℡：03-3432-3546 / E-mail：sinki@jce.co.jp） 

 
■CPD プログラム認定について 
森林分野 CPD の認定プログラムです。（認定番号：AF03001001） 

以上 
 
 
 
 
 

           山の森を整備することの大切さをとおして、海の森の保全促進を図る緑化事業 

この事業は、（社）国土緑化推進機構から緑の募金の助成を受け、森林を適正に整備することで、河川を通じ

た森林からのミネラル供給の大切さと、海に生育する海藻類がつくる藻場の保護育成に寄与するとともに、

森と海とのかかわりの理解を促進させることを目的に、緑のボランティアの協力により実施されたものです。 



 
 

『海と山をつなぐ環境と技術』に関する研修会 

参加申込書 
 
 

この用紙に必要事項をご記入の上、FAX で送信してください。 
 

申込日 2010 年  月  日 
 

所属団体名 
（官庁名・会社名） 

 
 
 

所属  
 

※「部・課」までご記入を御願いします。 

連絡先 住所：〒 
 
電話： 
 

 
 

参加者氏名 森林分野 CPD 会員番号 
 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

※ お預かりした個人情報はご本人に断りなく第３者へ開示することはございません。 

 

FAX 番号 03-3432-3576 
 



横浜康継  

 

【略歴】 

1935 年 6 月  東京生まれ 

1958 年 3 月  東京教育大学理学部生物学科卒業 

1964 年 3 月  東京教育大学理学研究科博士課程修了 

1965 年 4 月  東京教育大学助手（理学部付属臨海実験所） 

1972 年 7 月  東京教育大学講師（理学部付属臨海実験所） 

1974 年 1 月  東京教育大学助教授（理学部付属臨海実験所） 

1976 年 5 月  筑波大学助教授（下田臨海実験センター） 

1989 年 10 月  筑波大学教授（下田臨海実験センター） 

1992 年 4 月  筑波大学下田臨海実験センター長併任 

1999 年 3 月  筑波大学を退官 

1999 年 4 月  志津川町自然環境活用センター所長 

2005 年 10 月  歌津町との合併により、南三陸町自然環境活用センター所長  

現在に至る 

 

【著者】 

1982 年  海藻の謎／三省堂／環境と人間の科学５        

1985 年  海の中の森の生態／講談社／ブルーバックスＢ－６００  

1990 年  海藻は不思議の国の草や木／福音館書店／たくさんのふしぎ第６２号 

1990 年  海藻は不思議の国の草や木／福音館書店／たくさんのふしぎ傑作集          

1993 年  日本の海／共著：目崎茂和・横浜康継／草土文化／日本列島健康診断３          

1996 年  まるいはマリモ／共著：横浜康継・若菜勇／福音館書店／たくさんのふしぎ第１３４号          

1996 年  海藻おしば／共著：横浜康継・野田三千代／海游舎           

1998 年  海藻おしばを楽しむ／共著：野田三千代・横浜康継／日本ヴォーグ社           

2001 年  海の森からのメッセージ／共著：川嶋昭二・横浜康継・福田広一／栃木県立博物館   

2001 年  海の森の物語／新潮社／新潮選書 

他多数。 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



横浜康継 これまでの研究と活動 
2008 年 8 月 

 
筑波大学下田臨海実験センターにおいて 
 
 海藻の世界でも、南北間あるいは浅所と深所との間で生育する種類は変わる。その理由について、

温度および光の質・量と光合成との関係から調べるという研究を進める一方、海中の森（大型海藻の

群落）の生産量について潜水作業も行って調べた。それらの研究のうちで最も印象的だったのは、緑

藻類に属しながら深所に生育し海松（ミル）色を帯びている種類が赤い色素を含むこと、そしてその

正体が本来は黄色のシフォナキサンチンというカロテノイドであり、光合成色素として機能している、

ということを発見できたことである。 
 緑藻類の色素についての研究結果から、海藻から陸上植物への進化について考察し、さらに地球環

境の歴史に関心を持つようになったが、美術専攻のアシスタントの助言もあって、地球環境問題を本

質的に理解する糸口としての「海藻おしば講座」を 25 年ほど前から始めた。 
 
志津川町（南三陸町）自然環境活用センターにおいて 
 
 1999 年 3 月の定年退官直後に宮城県の志津川町に移り、町立の自然環境活用センターを長年夢に

描いていた「チビッコ研究所」に変えるという構想に着手した。まず下田で確立した「海藻おしば講

座」を開始し、スタッフと施設・設備の充実をはかった結果、現在スタッフは 6 名となり、設備には

宮城県からの補助金と町費で購入した走査型電子顕微鏡も加わることになった。 
 活動内容も、磯観察やスノーケリング・スキューバダイビングによる海中観察へと幅が広がり、高

校生対象の公開臨海講座は 8 回目を終え、これを体験した地元の高校生の一人は筑波大学へ入学した。 
 利用者としては小中学生が多いが、高齢者や主婦等による利用も活発であり、また総合学習に悩む

教師への対応も多い。 
 当センターにおける活動の基本理念は「生きているとは」であり、それを知る手段として、自然に

おける生物の生き方の観察や漁業や農業などの一次産業の体験を位置づけている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



田中賢治 プロフィール 
 
 １９８８年島根大学農学部林学科卒業後，国土防災技術株式会社入社，現在は本社事業本部緑環境

事業部に勤務。日本全国および東アジア地域の荒廃地斜面の土壌を採取して，土壌の理化学性を評価

しながら森林の健全化，斜面の復元手法の研究緑化資材・手法の研究を進めている。 
学会は，日本森林学会，砂防学会，日本緑化工学会等に参加しており，日本緑化工学会では土壌の

塩基飽和度が植物に及ぼす影響，有機物の化学的緩衝能力を活用した極強酸性土壌における緑化や未

分解有機物を利用した人工腐植土の開発等の発表がある。 
建設コンサルタント研究発表会（関西支部）で優秀賞，第４３回林道研究発表会では，現地採取種

子を導入した斜面保護工で奨励賞，全地連「技術ｅ－フォーラム２００９」で優秀技術発表者賞等を

受賞している。 

知っておきたい斜面のはなしＱ＆Ａ－斜面と暮らす－（土木学会共著）では，緑化基盤材の物理・

化学性を整えるポイントは何を担当し，斜面防災技術（社）斜面防災対策技術協会では，緑化：荒廃

地の自然を復元するための手法および新たな試み（その１～３）を担当している。 
島根県で行われている緑の募金事業の森林整備活動のアドバイザーとなっており，各種講演会をこ

なし，テレビではＮＨＫの「モリゾー・キッコロ森へ行こうよ！」等に出演している。近年において

は，北広島町が行っているグラウンド緑化に技術アドバイザーとして参画し，国立お茶の水女子大付

属小学校のグラウンド等の芝生化をサポートしている。 
 

 技術士（総合技術監理・森林・農業部門） 
 環境カウンセラー（事業者・市民） 
 日本技術士会 森林・農業・水産部会 
日本緑化工協会 理事 

 日本緑化工学会 編集委員会幹事 
         斜面緑化研究部会 幹事 
 国立大学法人島根大学 非常勤講師 
 日本大学       非常勤講師 
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